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２．関心の所在と研究の目的 

文部科学省は、平成 29 年３月に公示された小

学校学習指導要領において、育成すべき資質・能

力として「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」「学びに向かう力、人間性等」を三つの柱と

して示した。特に、「学びに向かう力、人間性等」

については、「他の二つの柱をどのような方向性で

働かせていくかを決定付ける重要な要素である。

児童の情意や態度等に関わるもの」１）であり、「ど

のように社会・世界と関わり、よりよい人生を送

るか(学びを人生や社会に生かそうとする『学びに

向かう力・人間性等』の涵養)」２）と示している。

つまり、「学びに向かう力、人間性等」は自ら獲得

した「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現

力等」を人生や社会にどう生かすかを決める情意

に関わる資質・能力である。しかし、態度や情意

等である「学びに向かう力」は客観的に数値化す

ることが難しく、どのように評価し、涵養してい

くのかが明確になっていないところに課題がある。 

無藤は「見直し見通す力と、前に向けて進めて

いく意欲、さらに最後までやり遂げようとする意

志の力や、難しいことに立ち向かう挑戦しようと

する気持ちが必要になる。そういったことを合わ

せて、今回、『学びに向かう力』と命名した。」３）

とまとめている。しかし、無藤が「日本ではとく

に意欲や興味・関心を大切にしてきましたが、非

認知能力の重要な要素である粘り強さや挑戦する

気持ちなどの育成はそれほど重視されていません

でした。」４）と指摘していることから、最後までや

り遂げようとする意志や挑戦しようとする気持ち

が教育現場において抜けがちであることが窺える。 

小学校学習指導要領解説生活編では「生活科は、

一人一人の児童の思いや願いを実現していく一連

の学習活動を行うことにより、児童の自発性が発

揮され、能動的に活動することを大切にしている。」
５）と示されている。生活科においては、子どもの

思いや願いを基に活動が展開されるため、子ども
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の意志が表出しやすいと考える。したがって、生

活科において「学びに向かう力」の涵養について

検討することが有効であると考える。 

そこで、本研究では、生活科の実践の中で子ど

ものプロセスを見る新たな視点として「意」を取

り上げ、どのようにしたら「学びに向かう力」を

涵養していくことができるのかを考究していく。

生活科における「学びに向かう力」を整理して、

子どもが学びに向かうために必要な教師の支援に

ついて、心理学者や教育学者の論を基に有効な要

素を取り出し「意」を中心に考察していく。 

 

３．研究の概要 

第Ⅰ章 

本章では、幼児教育と小学校教育の「学びに向

かう力」の接続について述べる。 

石井は情意の中身を「学習を支える『入口の情

意』(興味・関心・意欲など)」と「学習を方向付け

る『出口の情意』(知的態度、思考の習慣、市民と

しての倫理・価値観など)」と区別している６）。「入

口の情意」についても継続して意識しつつ、これ

からは「出口の情意」についても意識し、入口か

ら出口にかけて導いていくことが重要になる。つ

まり、教師には子どもが興味・関心を持つように

働きかけ意欲的に活動できるよう支援しながら、

この学習によりどのような変化が子どもに起こっ

ているのかを観察して子どもが学びに向かってい

る方向を価値づけていくことが求められる。 

また、近年、日本の学校教育において「非認知

能力」が注目されている。「非認知能力」とは、認

知的能力以外のものを総括した広い概念であり、

OECDが提唱している「社会情動的スキル」や文

部科学省が三つの柱として掲げている「学びに向

かう力」を含むものである。無藤は、非認知能力

を「『学びに向かう力や姿勢』とも言い表せるでし

ょう。目標や意欲、興味・関心をもち、粘り強く、

仲間と協調して取り組む力や姿勢が中心になる」
７）と価値づけている。要するに、「学びに向かう力」

とは非認知能力のなかでも、目標や意欲等をもち、

粘り強く仲間と協調して取り組む情意面の資質・

能力なのである。 

幼児期の「学びに向かう力」の涵養について、

澤田は「友達と一緒に遊び込む経験が重要である。

また、友達と一緒に共通の目的や目標に向かって

協力したり、話し合ったり、工夫したり、試行錯

誤したりしながら解決していく協同的な活動が十

分できる環境の構成が必要である。」８）と述べて

いる。友達と遊び込むなかで生まれる「学びに向

かう力」すなわち友だちと協調して取り組む力や

思いやり、優しさが育まれるため、園生活で遊び

込む経験をしておくことが重要である。 

また、無藤は「目の前の子どもたちが成長して

社会に出たときに、目標へ向かって他者と協働し、

それぞれがもつよさを十分に発揮できるようにな

ってほしいものである。そういった発達の基盤と

して、幼児期にこの『自己発揮と自己抑制の調和

のとれた発達』をうながしていくことが非常に重

要になります。」９）と言及し、「自己発揮と自己抑

制のバランスは、他者との間で葛藤しながら徐々

に身につけていく内容」10)と述べていることから、

幼児期から人とかかわる力として、自己発揮をし

て自分の思いや考えを相手に伝えようとすること、

自己抑制をして自分の思いや考えを抑えて行動を

我慢したり相手の話を聞いたりすることという二

つの自己の働きがバランス良く発揮されることが

重要である。 

さらに、藤井は自己発揮と自己抑制に近い概念

である「自己コントロール能力」と「コミュニケ

ーション能力」を挙げて、教科の学力を向上させ

るためにはこの二つが不可欠であると述べている

11)。幼児教育における自己発揮と自己抑制を、小

学校教育においてはより自覚的に自己コントロー

ル能力とコミュニケーション能力として意識して

育成することが重要である。 

幼児期に育まれてきた「学びに向かう力」を小

学校に入学後も引き続き育成していくことが肝要

であると明らかになった。 

 

第Ⅱ章 

本章では、これまでの小学校教育における情意

面の教育について課題を明らかにし、これから目

指される「学びに向かう力」に含まれる「粘り強

さ」と「意」の関係について述べる。 

「意」について整理すると、「知情意」という人

間の心の働きを大きく 3側面に分けたうちの一つ

であり、目的等を選択し実現しようとする意志を

表している。さらに、下田は自己の道を歩んでい

くという意志の力を育てることが、人間形成であ
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り、自分が自分であることの教育がさらに重要で

あると述べている 12)ように、意志の力を育て、自

己決定を繰り返し、人間形成をしていくことが重

要なのである。つまり、自らの思いや考えを持ち、

行動を選択し成功に向けて行動し続ける意志が、

人間形成において重要であり、育成すべき資質・

能力の一つである「学びに向かう力」の支えとな

る力だと捉えることができる。 

藤原は、教育における子どもの「やる気」につ

いて、「親や教師や指導者にとって重要と思われる

行動の必要性が過度に強調されてしまうために、

本人自身がしたいことをするのは当然で大した価

値はないというように決めつけられ、その結果、

嫌なことや気乗りのしないことを積極的にするこ

とだけが、『やる気』のある人間のすることである

というように歪曲されがちである。」13)と指摘して

いる。教師などの周囲の大人が指示通りに一生懸

命になれる子どもを「やる気のある良い子」と評

価し、全員にそうなるようにと求めることで、子

どもに我慢したり苦痛に耐えたりすることを強制

してしまい、積極的な意味を失った受け身な「や

る気」が育ってしまうのである。つまり、「意」の

教育については、子どもの意志の弱さが問題とし

て意識されていたが、教育方法を模索するなかで、

意志は我慢させることで訓練できるものであると

歪曲され、黙って大人の言うことを聞くことが子

どもに求められていたと考えられる。 

しかし、小学校学習指導要領総則編に「児童一

人一人がよりよい社会や幸福な人生を切り拓いて

いくためには、主体的に学習に取り組む態度も含

めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制

する力、よりより生活や人間関係を自主的に形成

する態度等が必要となる」14)とあるように、これ

からの社会において大人の言うことばかり聞いて

いるだけでは足りない。したがって、これからの

教育における「意」とは、「自律的な動機による学

習を成し遂げようとする意志」であると定義する。 

また、デューイは意志を認めるのは、「目的を実

現しようと懸命になることであり努力することで

ある」15)と、努力が見えることで意志を認めるこ

とができると述べている。さらにデューイは意志

とはいろいろな困難や逆方向への誘惑にもかかわ

らず、予定の行動方針をあくまでも守り通し、頑

張り抜く計画的ないし意識的な性向であり、自分

の目標を実行し、達成するために粘り強く精力的

に努力することである 16)と意志を価値付けてい

る。つまり、意志は目標を意識して達成しようと

自律的に行動する際に、粘り強く努力するために

発揮されるものである。 

無藤は「情意としての学びに向かう力とは意欲

や意志であり、難しい課題に挑戦し、取り組み続

けようとすることである。学びの過程を支える力

であり、そこでの困難にひるむことなく工夫し続

ける姿勢である」17)と述べている。さらに、秋田

は「物事に挑戦する気持ちは、始めは幼児期に遊

びの中で培われます。小学生になったら一歩進ん

で、ただ挑戦するのではなく、自らの目標を持ち、

最後まで諦めずにやり遂げたり、達成までの手立

てを自分で考えたりすることが求められることも

意識してください。」18)と述べている。すなわち、

「学びに向かう力」には、意欲や意志が含まれて

おり、子どもが自分の活動を見通しながら、意欲

的に挑戦し、粘り強く取り組もうとする「意」す

なわち「自律的な動機による学習を成し遂げよう

とする意志」が必要なのである。これを教師側の

視点で捉えると、挑戦している意欲的な姿のみを

見て判断するのではなく、子どもが見通しを立て、

自らの目標に向かって意欲的に成し遂げようとす

る意志を持っているかという長期的な見取りが必

要であることがわかる。 

「意」とは子ども自身の「自律的な動機による

学習を成し遂げようとする意志」であると定義し、

「学びに向かう力」に含まれる「粘り強さ」には、

粘り強く挑戦する意欲の源である自律的な意志、

すなわち「意」が必要であると明らかになった。 

 

第Ⅲ章 

本章では、「意」を育む上で重要な時期、及び教

科の特性から、子どもの「意」を発揮させるよう

にかかわることの価値を検討する教科として生活

科を挙げ、具体的な生活科の実践場面を例示する。 

生活科における「学びに向かう力、人間性等」

に関する目標は「身近な人々、社会及び自然に自

ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を

豊かにしたりしようとする態度を養う。」19)である。

矢野は「生活科では、子どもの主体的な活動を大

切にし、その結果、子ども自身が自分の行動に対

する『自信』を深めることが自立を促すために必
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要なことである。一つ一つの自信の積み重ねが子

どもの自立への大切な基盤なのである。他の存在

を共感的に理解し、自分の行動をコントロールす

る自律は、人間として自立するための大切な要素

であり、基盤である」20)と言及している。自己発

揮と自己抑制の調和により自律が養われ、自己コ

ントロール能力とコミュニケーション能力が発揮

されるようにすることで自立に向けて発達してい

く。生活科の授業において子どもが主体的に活動

できることが保証されることで、子どもは活動の

なかで「自信」を持ち、より自律的に活動に向か

うことができるようになる。 

木村吉彦は「目の前の子どもたちが何に興味・

関心をもち、どんな活動を望んでいるのか、とい

った『子どもの実態』から学習が始まる。そのた

めに、生活科では、児童一人一人の体験を重視し

ている。このような学習の在り方は、『活動の大枠

(飼育か栽培か)は教師が決めるが、具体的な学習

内容は子ども自身に任せ、自分で決めることがで

きる』という学習形態である。」21)と述べている。

子どもの思いや願いから具体的な活動を行い、近

くに同じように活動する友だちがいる生活科だか

らこそ授業のなかで、自己決定・自己選択する際

に自己コントロール能力とコミュニケーション能

力が発揮される。つまり、生活科においては、必

然的に自律的な動機を持ち、学習を成し遂げよう

とする意志、すなわち「意」が表出しやすい。 

生活科を学ぶ小学校低学年の子どもは、これま

での無自覚な学びから自覚的な学びへとシフトし

ていく段階であり、自分なりに活動の目的を意識

することが肝要になる。その出発点は本人の意思、

生活科においては思いや願いである。教師は、子

どもが意欲的に活動している姿を捉えながら、目

標実現のために意志を発揮しているかを長期的に

見取ることで、生活科における「学びに向かう力」

の涵養に向けた支援が可能になると考える。 

友だちとかかわることが子どもにとって必然

性をもつ実践として、令和元年５月に行われた H

小学校の１年生活科、「わたしのじまんのいえづく

り」という単元を挙げて示した。個々の子どもが

中庭全体で自由に自分の家を作る実践である。ベ

ニヤ板やブルーシート、コンクリートのブロック

などの一人で扱うには少し困難な材料があること

で、共に協力し合う子どもたちの姿があり、仲間

とかかわることの良さを実感できている。必然性

をもって、共通の願いを達成するために相談した

り協力したりすることを子どもの思考を切らずに

授業展開することで、目的に向かって見通しを持

ち、意欲的に活動に向かう「意」が形成される。 

子どもの「学びに向かう力」に含まれる「意」

が、生活科において特に表出しやすいということ

が明らかになった。 

 

第Ⅳ章 

本章では、生活科における「学びに向かう力」

の評価に向けて、子どもの「意」を発揮させるよ

うな教師のかかわりの重要性を述べる。 

無藤は「知識の構造化と思考の展開を推進する

原動力が『学びに向かう力』である。それらの全

体を俯瞰しつつ、どこに進むかを見通しながら、

ここまで何が分かってきたか、何が分からないか

を振り返りつつ、再び前に進んでいく。」22)と述べ

ている。したがって、第Ⅰ章で述べた「入口の情

意と出口の情意」にかかわるが、「学びに向かう力」

は他二つの資質・能力を推進する原動力であり、

活用する方向を決定する舵である。そして、操縦

しているのは、子ども本人であることが重要であ

るから、「自律的な動機による学習を成し遂げよう

とする意志」である「意」が重要であると考える。

したがって、生活科における「学びに向かう力」

については、思いや願いの実現に向けて自分を信

じて、粘り強くやり遂げようとする意志を軸にし

て、自らの思いや願いを基に挑戦しようとする意

欲や態度を獲得していくことが情意面の目標とし

て目指されていると考えることができる。(図１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１は生活科における「学びに向かう力」の一

部を図式化したものである。子どもが「思いや願

い(意思)」を出発点として「思いや願いの実現」に

図１ 生活科における「学びに向かう力」 
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向けて「意志」を発揮すること、その過程で「意

欲」が向上したり低下したりすること、「態度」が

その裏で徐々に形成されていき活動後も継続され

ることを示した。 

次に、生活科において「意」を発揮できるよう

に支援する上で必要な教師の子ども理解について

述べる。平野は「内面を見取る」ことについて、

「子どもの表面的な言動として表れたことについ

てではなく、それを通して内面的な事実について

理解するということである。子どもが言ったこと、

書いたこと、行ったことではなく、『そうさせてい

る、そう言わしめているものは何か』、『その心は

何か』というように、子どもの内面に迫らなくて

はならない。」23)と述べている。つまり、子どもの

言動や文章を手がかりとして、そのように表現し

た子どもの意図や目的に目を向けることが、子ど

もの内面を見取る上で意識すべきことなのである。

決して表面に表れていることのみから判断するこ

とがないよう、教師は子どもが内面でどのように

考えているのか、つまり子どもの「意」を見取ろ

うと意識することが重要である。嶋野は「例えば、

『作品分析』と『問いかけ』というように、『受容

(動)的評価法』と『能動的評価法』24)を関連付ける

ようにしたい。観ているだけではわかりにくいこ

とも、問いかけるなどしてよくわかってくる。」25)

と述べている。子どもの表面に現れた言動を観察

しながら、その裏にある思いや意図を尋ねたり、

まだ表面に現れていない無自覚な思いを自覚でき

るように引き出すような言葉がけをしたりするこ

とが教師に求められる。本章においては西山久子

がまとめた、カウンセリングにおける「積極的傾

聴」26)を参考に述べた。つまり、教師の意図的な

働きかけの内容によって子どもの「意」の発揮、

ひいては「学びに向かう力」の育成に多大な影響

を及ぼすのである。 

平野は、「自己決定する力は、新たにつけるよう

にするというよりも、それが発揮できる場(環境)

に置かれ、それを子ども自らが行使していく過程

で、適切な支援を受けて、向上していくと考える

べきであろう。」27)と述べている。つまり、生活科

における教師支援として、子どもが自己決定する

場を設定していくことが子どもの意欲を高めるこ

とにつながるということである。 

そこで、心理学者であるデシとライアンの

「自己決定理論」28)を参考に生活科の実践を「自

律性」「有能感」「関係性」の観点により分析し

た。自律性については、自分の行動と引き起こさ

れる結果が関連を持つことを、実感できていなけ

れば継続されない。つまり、有能感がなければ自

分の行動を自己決定し続けることが難しくなる。

そして、他者との関係性という支えがあること

で、自律性と有能感は高まっていく。「自律性」

「有能感」「関係性」は互いに深く関係している

ということを念頭に置き、相乗的に促進するよう

に環境を整えるなど、意識して支援することが重

要である。教師は子どもの思いや願いを実現しよ

うという意志を汲み取り、その目指す方向をあり

のまま思いやり、随所で子どもの意欲的な姿を見

取り、活動後も自ら学びに向かっていけるように

支援していくことが求められる。 

その三つの環境が整えられた具体的な実践と

して、H 小学校２年の動物飼育単元、「２ひきの

子やぎ」の実践の場面を挙げた。子ども達はやぎ

としたいことを優先するのではなく、何をしたら

やぎが喜ぶのかをじっくり考え、行動を変えよう

としている。一人の子どもの困り事からクラス全

体で対話しているような授業が展開され、自分の

経験を持ち寄ってお互いの価値観を聞き合い、そ

れぞれの考えを深めている様子があった。これ

は、活動内容が子どもの「自律性」に委ねられて

いること、活動を続けていくなかで子どもたちが

「有能感」を感じていること、さらに、この学級

の子どもたちや教師との「関係性」により可能に

なっている深い学びである。 

子どもの「意」を見取るためにも教師は子ども

の内面を見取ろうとするかかわりを意図的に行う

必要がある。具体的な活動や体験から学ぶ生活科

において子どもが学びを自覚できるよう、教師は

子どもの内面に目を向けて共感し、外面に表れて

いない気持ちを引き出すかかわりをすることが求

められる。その際、子どもをよく観察し、行動や

言葉を糸口にして子どもの内面について考えかか

わっていくことが肝要である。また、その基盤と

して３つの環境である「自律性」「有能感」「関係

性」を整えることが重要であると明らかになった。 
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４．研究の成果と今後の課題 

以上のことから、生活科の実践の中で子どもの

プロセスを見る新たな視点として「意」を取り上

げ、教師が子どもの内面である「意」を見取ろう

と意識すること、子どもの「意」を見取るために

「自律性」「有能感」「関係性」という環境を整え

る必要があることが明らかとなった。 

残された課題として、子どもの見取りをどのよ

うに評価していくのかについて考える必要がある。

子どもがどの方向に向けた「意」なのかを見取っ

ていくことは、「主体的に学習に取り組む態度」を

評価する上でも重要な手がかりになると考える。

しかし、子どもの「意」を見取るためには様々な

角度から長期的に子どもを観察し、深くかかわっ

ていく必要がある。また、「学びに向かう力、人間

性等」と表記されるからこそ、「学びに向かう力」

から「人間性」へとどのようにつながっていくの

かについても明らかにしていく必要がある。 

今後の研究の方向性として、生活科の実践のな

かでより長期的に子どもの「意」を見取り、生活

科における「学びに向かう力、人間性等」につい

てさらに考察を加えていく必要がある。教師の働

きかけとして、「学習者が主体である」と念頭にお

きつつ、非認知能力の育成に偏ることなく、たし

かな知識基盤も伝達することが重要であるという

認識のもと、実践を行っていく。 
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